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(57)【要約】
【課題】操作しにくい、画面をじっくり見ることができ
ない状況であっても、色々なカテゴリーの情報を簡単に
把握することができる情報提供装置、情報提供方法、情
報提供用プログラム及び当該情報提供用プログラムを格
納した記憶媒体、を提供する。
【解決手段】　システム制御部２が、表示部３にカテゴ
リー毎に設けた領域Ａ０～Ａ４を表示させ、当該領域Ａ
０～Ａ４内に対応するカテゴリーの情報を表示させる。
システム制御部２が、音声出力部４を制御して、各カテ
ゴリーの情報を順次、読み上げ、読み上げているカテゴ
リーに対応する領域Ａ２～Ａ４を拡大して表示する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示部に、複数のカテゴリー毎の領域と、前記領域に対応するカテゴリーの情報と、を
表示させる制御を行う表示制御部と、
　前記領域に対応するカテゴリーの情報に関する音声情報を音声出力部に出力させる制御
を行う音声制御部と、
　を備え、
　前記表示制御部は、前記音声制御部が前記音声出力部に出力させている前記音声情報に
関連する前記領域を、他の領域よりも強調して表示することを特徴とする情報提供装置。
【請求項２】
　前記表示制御部は、前記カテゴリーの少なくとも一つの情報を図として表示させ、
　前記音声制御部は、前記図に関する情報を前記音声出力部に出力させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報提供装置。
【請求項３】
　前記表示制御部により前記強調して表示されている、少なくとも１つのカテゴリーに対
応する領域に表示されている情報と、前記音声出力部により出力されている情報と、は異
なる内容である
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の情報提供装置。
【請求項４】
　前記領域が強調して表示されているときに当該領域内に表示される情報と、前記領域が
強調して表示されていないときに当該領域内に表示されている情報と、は異なる内容であ
る
　ことを特徴とする請求項１乃至３何れかに記載の情報提供装置。
【請求項５】
　前記領域の１つは、ナビゲーション情報を表示するナビゲーション領域であり、
　前記強調して表示されているナビゲーション領域には、地図上に交通情報を表すマーク
が表示され、
　前記音声制御部は、前記マークの意味を前記音声出力部に出力させる
　ことを特徴とする請求項２に記載の情報提供装置。
【請求項６】
　前記領域の１つは、ニュースを表示するインフォメーション領域であり、
　前記強調して表示されているインフォメーション領域には、見出しが表示され、
　前記音声出力部が、表示された見出しに関するニュースを前記音声出力部に出力させる
　ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載の情報提供装置。
【請求項７】
　予め入力又は登録された地点情報を取得する地点情報取得部を備え、
　前記表示制御部は、前記インフォメーション領域に複数のニュースの見出しを表示して
いる場合、前記地点情報取得部により取得した地点情報に関連するニュースを、他のニュ
ースよりも優先的に表示又は音声情報として出力する
　ことを特徴とする請求項６に記載の情報提供装置。
【請求項８】
　表示部及び音声出力部を用いて、複数カテゴリーの情報を提供する情報提供方法であっ
て、
　前記表示部にカテゴリー毎に設けた複数の領域を表示させ、当該領域に対応するカテゴ
リーの情報を表示させる領域表示工程と、
　前記音声出力部を制御して、各カテゴリーの情報を出力する音声出力工程と、を含み、
　前記領域表示工程において、前記音声出力部から出力されているカテゴリーに対応する
領域を、他の領域よりも強調して表示させる
　ことを特徴とする情報提供方法。
【請求項９】
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　請求項８に記載の情報提供方法を、コンピュータにより実行させることを特徴とする情
報提供用プログラム。
【請求項１０】
　請求項９に記載の情報提供用プログラムを格納したことを特徴とするコンピュータ読み
取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、情報提供装置、情報提供方法、情報提供用プログラム及び当該情報提供用プ
ログラムを格納した記録媒体に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、車両に搭載された表示部は、切替ボタンが設けられ、この切替ボタンを操作す
ることにより、ナビゲーション画面からオーディオ画面など表示内容を切り替えることが
できる。しかしながら、上述した従来の表示部は、１つの画面で１つのカテゴリーの情報
しか提供することができなかったため、色々なカテゴリーの情報を得たい場合は、切替ボ
タンを操作しなければならなかった。このため、運転中や急いでいるときなど、切替ボタ
ンを操作しにくい状況で色々なカテゴリーの情報を把握するのが難しい。そこで、画面を
分割して１つの画面に、ナビゲーションにかかわる領域と、ナビ以外の機能（例えばオー
ディオ機能）にかかわる領域と、表示させるものが提案されている（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－６６１９７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、運転中など画面をじっくり見ることができない状況では、上述したよう
に１つの画面に複数領域を表示させ、各領域に情報を表示させても、何が表示されている
のか一目でわかりにくい、という問題が一例として挙げられる。また、上記特許文献１に
記載された表示部には、音声の読み上げの機能に関して記載がないが、たとえ読み上げを
行ったとしてもどのカテゴリーに関する情報が読み上げられているのかが分からない、と
いう問題が一例として挙げられる。
【０００５】
　そこで、本発明は、例えば、色々なカテゴリーの情報を簡単に把握することができる情
報提供装置、情報提供方法、情報提供用プログラム及び当該情報提供用プログラムを格納
した記憶媒体、を提供することを課題の一例とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載された発明は、表示部に、複数のカテゴリ
ー毎の領域と、前記領域に対応するカテゴリーの情報と、を表示させる制御を行う表示制
御部と、前記領域に対応するカテゴリーの情報に関する音声情報を音声出力部に出力させ
る制御を行う音声制御部と、を備え、前記表示制御部は、前記音声制御部が前記音声出力
部に出力させている前記音声情報に関連する前記領域を、他の領域よりも強調して表示す
ることを特徴とする情報提供装置である。
【０００７】
　請求項８に記載された発明は、表示部及び音声出力部を用いて、複数カテゴリーの情報
を提供する情報提供方法であって、前記表示部にカテゴリー毎に設けた複数の領域を表示
させ、当該領域に対応するカテゴリーの情報を表示させる領域表示工程と、前記音声出力
部を制御して、各カテゴリーの情報を出力する音声出力工程と、を含み、前記領域表示工
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程において、前記音声出力部から出力されているカテゴリーに対応する領域を、他の領域
よりも強調して表示させることを特徴とする情報提供方法である。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の情報提供装置の一例を示すブロック図である。
【図２】図１に示す情報提供装置を構成するシステム制御部の処理手順を示すフローチャ
ートである。
【図３】図２に示す読み上げ時に表示部に表示される画像を示す説明図である。
【図４】ナビゲーション領域について説明するための説明図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の一実施形態にかかる情報提供装置を説明する。表示制御部が、表示部に
、複数のカテゴリー毎に設けた領域と、領域に対応するカテゴリーの情報と、を表示させ
る。音声制御部が、領域に対応するカテゴリーの情報に関する音声情報を音声出力部に出
力させる制御を行う。表示制御部が、音声制御部が音声出力部に出力させている音声情報
に関連する領域を、他の領域よりも強調して表示する。
【００１０】
　これにより、音声制御部が、領域に対応するカテゴリーの情報に関する音声情報を音声
出力部に出力させるので、表示部をじっくりみることができない状況であっても、音声情
報として把握することができる。しかも、音声出力部に出力させている音声情報に関連す
る領域を、他の領域よりも強調して表示するので、音声出力部に出力させている音声情報
がどのカテゴリーに属するのかが把握しやすくなる。
【００１１】
　また、表示制御部が、カテゴリーの少なくとも一つの情報を図として表示させ、音声制
御部が、図に関する情報を音声出力部に出力させるようにしてもよい。これにより、より
情報が把握しやすくなる。
【００１２】
　また、表示制御部により前記強調して表示されている、少なくとも１つのカテゴリーに
対応する領域に表示されている情報と、前記音声出力部により出力されている情報と、は
異なる内容であってもよい。これにより、より多くの情報を提供することができる。
【００１３】
　また、領域が強調して表示されているときに当該領域内に表示される情報と、領域が強
調して表示されていないときに当該領域内に表示されている情報と、は異なる内容であっ
てもよい。これにより、より多くの情報を提供することができる。
【００１４】
　また、領域の１つは、ナビゲーション情報を表示するナビゲーション領域であり、強調
して表示されているナビゲーション領域には、地図上に交通情報を表すマークが表示され
、音声制御部は、マークの意味を音声出力部に出力させるようにしてもよい。これにより
、より情報が把握しやすくなる。
【００１５】
　また、領域の１つは、ニュースを表示するインフォメーション領域であり、強調して表
示されているインフォメーション領域には、見出しが表示され、音声出力部が、表示され
た見出しに関するニュースを音声出力部に出力させるようにしてもよい。これにより、ニ
ュースの概要と詳細を簡単に把握することができる。
【００１６】
　また、予め入力又は登録された地点情報を取得する地点情報取得部を備え、表示制御部
は、インフォメーション領域に複数のニュースの見出しを表示している場合、地点情報取
得部により取得した地点情報に関連するニュースを、他のニュースよりも優先的に表示又
は音声情報として出力するようにしてもよい。これにより、地点情報に関するニュースが
あることを利用者が知ることができる。
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【００１７】
　また、本発明の一実施形態に係る情報提供方法は、領域表示工程において、表示部にカ
テゴリー毎に設けた複数の領域を表示させ、当該領域に対応するカテゴリーの情報を表示
させる。音声出力工程において、音声出力部を制御して、各カテゴリーの情報を出力する
。領域表示工程において、音声出力部から出力されているカテゴリーに対応する領域を、
他の領域よりも強調して表示させる。
【００１８】
　これにより、音声制御部が、領域に対応するカテゴリーの情報に関する音声情報を音声
出力部に出力させるので、表示部をじっくりみることができない状況であっても、音声情
報として把握することができる。しかも、音声出力部に出力させている音声情報に関連す
る領域を、他の領域よりも強調して表示するので、音声出力部に出力させている音声情報
がどのカテゴリーに属するのかが把握しやすくなる。
【００１９】
　また、上述した情報提供方法をコンピュータにより実行させる情報提供用プログラムと
してもよい。コンピュータにより実行されるプログラムであるので、専用のハードウェア
等が不要となり、汎用の情報提供装置にインストールして機能させることができる。
【００２０】
　また、上記情報提供用プログラムをコンピュータ読み取り可能な記録媒体に格納しても
よい。このようにすることにより、当該プログラムを機器に組み込む以外に単体でも流通
させることができ、バージョンアップ等も容易に行える。
【実施例】
【００２１】
　次に、上述した情報提供装置及び情報提供方法について、図１を参照して以下説明する
。図１は、本発明の情報提供装置の一例を示すブロック図である。同図に示す情報提供装
置１は、表示部３と、音声出力部４と、を備え、複数カテゴリーの情報を提供する装置で
ある。本実施例において、情報提供装置１は、車両に搭載された例について説明するが、
これに限らず、スマートホンやタブレットなどの携帯端末に組み込んでもよい。なお、カ
テゴリーとしては、例えば、ＣＤやＤＶＤに関するメディア情報、ナビゲーション情報、
ニュースや地域情報などのインフォメーション情報、使用者のスケジュールや、メールの
受信内容などのプライベート情報、日時、天気や温度などの日時・天気情報などがある。
【００２２】
　上記情報提供装置１は、装置全体の制御を司るシステム制御部２と、表示部３と、音声
出力部４と、メディア装置５と、ＧＰＳ受信部６と、通信部８と、が備えられ、これらが
バス９で接続されている。システム制御部２は、例えばＲＡＭ（Ramdam Access Memory）
やＲＯＭ（Read Only Memory）などのメモリを備えたＣＰＵ（Central Processing Unit
）で構成される。このシステム制御部２のＣＰＵは、ＲＯＭに記録された情報提供用プロ
グラムに従って動作を行い、後述するメディア装置５、ＧＰＳ受信部６、通信部８から得
た複数カテゴリーの情報を表示部３や音声出力部４を用いて提供する。
【００２３】
　表示部３は、例えば車両のインストルメントパネルに設けられており、液晶ディスプレ
イ、有機ＥＬ（Electro Luminescence）素子等から構成される。そして、表示部３は、各
カテゴリーの情報をシステム制御部２からの要求に応じて表示する。
【００２４】
　音声出力部４は、例えば、ＤＡＣ（デジタル／アナログ信号変換器）、アンプ、スピー
カ等を備えており、システム制御部２から出力された音声データをＤＡＣによりＤ／Ａ変
換した後、アンプにより増幅してスピーカから音波として出力する。
【００２５】
　メディア装置５は、例えば、ＣＤドライブ、ＤＶＤドライブ、ＢＤドライブ又はＨＤド
ライブ等により構成され、ＣＤ、ＤＶＤ、ＢＤ又はＨＤ等の記録媒体に記録された音楽情
報や映像情報などを読み出して、システム制御部２に送信する。システム制御部２は、こ
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のメディア装置５から得た情報をメディア情報にカテゴライズして提供する。
【００２６】
　ＧＰＳ受信部６は、公知であるように、ＧＰＳ衛星群を形成する複数の人工衛星が発射
する電波を受信して、このＧＰＳ受信部６の現在の位置情報を求め、この現在の位置情報
をシステム制御部２に対して出力する。そして、システム制御部２は、入力された位置情
報をＲＡＭなどに時系列に記憶させる。なお、位置情報は、ＧＰＳ受信部６が検出した時
点の車両の位置を示す経度、緯度、検出日時などの各種データを有している。
【００２７】
　通信部８は、例えば、インターネット及び移動体通信網等により構成されたネットワー
クと基地局を介して無線通信により接続されるようになっている。これにより、システム
制御部２は、ネットワークを介して得たニュースをインフォメーション情報にカテゴライ
ズして提供する。
【００２８】
　また、通信部８には、ＶＩＣＳ（登録商標）受信機も備えられており、これにより、Ｆ
Ｍ多重放送、道路上に設置された光（赤外線）ビーコン、電波（準マイクロ波）ビーコン
等から発信された道路交通情報（例えば、渋滞や事故、通行止めなどの交通情報に関する
情報）を受信可能になっている。システム制御部２は、この通信部８のＶＩＣＳ受信機か
ら得た道路交通情報をナビゲーション情報にカテゴライズして提供する。
【００２９】
　さらに、通信部８は、ブルートゥースモジュールも備えられており、スマートホンやタ
ブレットに無線通信により接続されるようになっている。システム制御部２は、スマート
ホンやタブレット内に格納された個人のスケジュールや連絡帳、メールの受信履歴などを
取得して、プライベート情報にカテゴライズして提供する。
【００３０】
　次に、上述した構成の情報提供装置の動作について図２のフローチャートを参照して説
明する。所定のトリガに応じてシステム制御部２は、図２に示す読み上げ処理を実行する
。このトリガとしては、例えば、車両のイグニッションスイッチがオンになる、予め設定
された時刻になる、または、予め設定された時間帯に車両のイグニッションスイッチがオ
ンされるなどが考えられる。また、上述したように時刻、時間帯だけがトリガになるので
はなく、場所がトリガとなることも考えられる。この一例としては、自宅にいるときに、
エンジンをかける、がトリガとして挙げられる。
【００３１】
　まず、システム制御部２は、各カテゴリーの情報を取得する（ステップＳ１）。このス
テップＳ１において、システム制御部２は、メディア装置５からメディア情報、ＧＰＳ受
信部６、地図データベース７や通信部８のＶＩＣＳ受信機からナビゲーション情報、通信
部８を介してネットワークからニュースや日時・天気情報、通信部８のブルートゥースモ
ジュールからプライベート情報を取得する。次に、システム制御部２は、これら取得した
複数カテゴリーの情報を音声出力部４により読み上げて提供する（ステップＳ２）。
【００３２】
　このステップＳ２の詳細について図３を参照して説明する。まず、システム制御部２は
、表示部３の下端部に日時・天気領域Ａ０を表示させ、その日時・天気領域Ａ０内に日時
・天気情報を表示させる。また、システム制御部２は、表示制御部として機能し、カテゴ
リー毎に設けたメディア領域Ａ１、ナビ領域Ａ２、インフォメーション領域Ａ３、プライ
ベート領域Ａ４を表示させ、各領域Ａ１～Ａ４内に対応するカテゴリーの情報を表示させ
る。
【００３３】
　即ち、上記メディア領域Ａ１内にはメディア情報が、ナビ領域Ａ２内にはナビゲーショ
ン情報が、インフォメーション領域Ａ３内にはインフォメーション情報が、プライベート
領域Ａ４内にはプライベート情報が表示される。これら領域Ａ１～Ａ４は、日時・天気領
域Ａ０を除いた画面上の領域を４つに分割して設けられている。本実施例においては、画
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面の左上がメディア領域Ａ１に割り当てられ、右上がナビ領域Ａ２に割り当てられ、左下
がインフォメーション領域Ａ３に割り当てられ、右下がプライベート領域Ａ４に割り当て
られている。
【００３４】
　システム制御部２は、表示部３に各領域Ａ１～Ａ４を囲む枠を表示する。さらに、シス
テム制御部２は、領域Ａ１～Ａ４の背景色を互いに異ならせたり、領域Ａ１～Ａ４内に番
号や識別子、文字などを表示して、各領域Ａ１～Ａ４がどのカテゴリーに属するか識別可
能にしている。
【００３５】
　次に、情報提供処理において、システム制御部２は、表示制御部および音声制御部とし
て機能し、音声出力部４を制御して、各カテゴリーの情報を順次読み上げると共に、読み
上げられているカテゴリーに対応する領域Ａ１～Ａ４を拡大する。この拡大により読み上
げられているカテゴリーに対応する領域Ａ１～Ａ４が、読み上げられていないカテゴリー
に対応する他の領域Ａ１～Ａ４よりも強調されて表示される。具体的に説明すると、シス
テム制御部２は、例えばプライベート情報→日時・天気情報→ナビ情報→インフォメーシ
ョン情報の順に読み上げる。なお、メディア情報は更新頻度が少ないため、本実施例では
読み上げないこととした。
【００３６】
　システム制御部２は、プライベート情報を読み上げているときは、図３（Ａ）に示すよ
うに、プライベート領域Ａ４を拡大して表示し、ナビ情報を読み上げているときは、図３
（Ｂ）に示すように、ナビ領域Ａ２を拡大して表示し、インフォメーション情報を読み上
げているときは、図３（Ｃ）に示すように、インフォメーション領域Ａ３を拡大して表示
する。ただし、本実施例では、日時・天気情報を読み上げているときであっても、日時・
天気領域Ａ０の大きさは変更しない。
【００３７】
　なお、情報の読み上げは、単に領域Ａ０、Ａ２～Ａ４に表示されている文字を音声で読
み上げるのではなく、読み上げている情報と、そのとき領域Ａ０、Ａ２～Ａ４に表示され
ている情報と、は異なる内容にしてある。なお、異なる内容とは、上述したように単に領
域Ａ０、Ａ２～Ａ４に表示されている文字を読み上げるのではなく、後述するように領域
Ａ０、Ａ２～Ａ４にマークを表示させ、そのマークの意味を読み上げたり、領域Ａ０、Ａ
２～Ａ４に表示されたマークとは別の情報を読み上げることが含まれる。また、領域Ａ０
、Ａ２～Ａ４に文字が表示された場合に、その文字とは別の情報を付加的に読み上げるこ
とも含まれる。
【００３８】
　次に、領域Ａ２～Ａ４の拡大について詳しく説明すると、読み上げられている領域Ａ２
～Ａ４はその縦横が拡大され、大領域となる。この大領域の左右（横）に割り当てられた
領域Ａ１～Ａ４はその横が縮小され、小領域となる。また、大領域の上下（縦）に割り当
てられた領域Ａ１～Ａ４はその横が大領域と同様に拡大され、縦が縮小され、中領域とな
る。これにより、領域Ａ２～Ａ４は、読み上げているカテゴリーの切り替えに応じて大・
中・小領域の３つに切り替えられる。この大領域内に表示される情報と、中・小領域内に
表示される情報と、は異なる内容であり、領域の大きさに応じた情報量を表示するように
なっている。
【００３９】
　次に、領域Ａ１～Ａ４に表示される情報と、音声で読み上げられる情報と、の具体的な
例について説明する。まず、プライベート情報の一例について説明する。システム制御部
２は、プライベート情報の読み上げが行われておらず、プライベート領域Ａ４が小・中領
域に表示されているときは、例えば今日の予定が入っていることを示すマークを表示する
。
【００４０】
　次に、システム制御部２は、プライベート情報の読み上げが行われ、プライベート領域
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が大領域に表示されているときは、その日の予定の詳細を表示する。このとき、音声出力
部４からも、その日の予定の詳細が読み上げられる。
【００４１】
　次に、日時・天気情報の一例について説明する。システム制御部２は、図３に示すよう
に、日時・天気領域Ａ０内に日時とその日の天気を示す天気マークを表示させる。また、
システム制御部２は、「本日の天気は晴れです。」など日時・天気領域Ａ０に表示されて
いる天気マークの意味を読み上げる。さらに、システム制御部２は、その日が金曜日であ
れば「週末の天気は晴れです」など付加情報を読み上げる。
【００４２】
　次に、ナビゲーション情報の一例について図４を参照して説明する。システム制御部２
は、ナビゲーション情報の読み上げが行われておらず、ナビ領域Ａ２が小・中領域に表示
されているときは、図４（Ａ）に示すように、ナビ領域Ａ２には目的地を表す「Ｈｏｍｅ
」の文字と、目的地までの到達時刻が表示する。
【００４３】
　次に、システム制御部２は、ナビゲーション情報の読み上げが行われ、ナビ領域Ａ２が
大領域に表示されているときは、図４（Ｂ）に示すような内容が表示される。同図に示す
ように、ナビ領域Ａ２の大領域には、目的地までの地図が表示され、その地図上に現在位
置を示す現在位置マークＭ１、目的地を示す目的地マークＭ２、目的地までの経路Ｒ、ま
た、注意マークＭ３や渋滞ラインマークＭ４など交通情報を表すマークを重畳して表示す
る。このとき、「○○付近が通行止めです。」など注意マークＭ３の意味が読み上げられ
、「○○交差点付近で渋滞が発生しています。」など渋滞ラインマークＭ４の意味が読み
上げられるように、システム制御部２が音声出力部４を制御する。
【００４４】
　次に、インフォメーション情報としてニュースを表示する場合の一例について説明する
。システム制御部２は、インフォメーション情報の読み上げが行われておらず、インフォ
メーション領域Ａ３が小・中領域に表示されているときは、トップニュースの見出しだけ
を表示する。
【００４５】
　次に、システム制御部２は、ニュースの読み上げを行わせ、インフォメーション領域Ａ
３が大領域に表示されているとき、インフォメーション領域Ａ３の大領域には、例えば上
記トップニュースの見出しとそのニュースに関する画像や概略を表示する。このとき、音
声出力部４からは、当該トップニュースに関する詳細な内容が読み上げられる。
【００４６】
　上記実施例では、トップニュースだけを読み上げる例について説明していたが、以下に
示す例も考えられる。まず、複数のニュースを取得した場合、システム制御部２は、イン
フォメーション領域Ａ３の大領域に、取得した複数のニュースの見出しを表示する。この
とき、音声出力部４からは見出しが表示された複数のニュースの概要又は詳細について順
次読み上げられる。このとき、利用者により例えば表示部３の表示画面がタッチされるな
ど選択操作が行われると、システム制御部２は、選択操作されているときに読み上げてい
るニュースに関する詳細な内容を表示する画面に切り替えられたり、ブックマークが付け
られるようにしてもよい。
【００４７】
　また、上記実施例では、ニュースの見出しを複数表示し、表示した複数のニュースの詳
細を読み上げていたが、以下に示す例も考えられる。まず、システム制御部２は、予め入
力又は登録された地点情報があった場合、地点情報取得部として機能し、これを取得する
。上記地点情報とは、経路検索のために入力された目的地や予め登録された自宅などの地
点情報である。また、システム制御部２は、インフォメーション領域Ａ３に複数のニュー
スの見出しを表示している場合、取得した地点情報に関連するニュースを、他のニュース
よりも優先的に表示又は音声情報として出力する。優先的に表示するとは、例えば、拡大
されたインフォメーション領域Ａ３に複数の見出しを上下に並べて表示する場合、上記地
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点情報に関連する見出しを一番上に表示したり、太字にしたりして強調することなど他の
ニュースと識別できるように表示することが考えられる。さらに、優先的に音声情報とし
て出力するとは、例えば、インフォメーション領域Ａ３に表示している複数の見出しのう
ち一部のニュースのみを読み上げる場合、読み上げるニュースとして地点情報に関連する
ものを必ず入れるようにしたり、地点情報に関連するニュースを一番最初に読み上げたり
、地点情報に関連するニュースについては詳細情報を読み上げて、その他のニュースにつ
いては概要を読み上げるなど、他のニュースと識別できるように読み上げることが考えら
れる。これにより、地点情報に関するニュースがあることを利用者が知ることができる。
【００４８】
　上述した実施例によれば、システム制御部２が、表示部３に、複数のカテゴリー毎に設
けた領域Ａ１～Ａ４と、領域Ａ１～Ａ４に対応するカテゴリーの情報と、を表示させる。
また、システム制御部２が、領域Ａ２～Ａ４に対応するカテゴリーの情報に関する音声情
報を音声出力部４に出力させる制御を行い、このとき音声出力部４に出力させている音声
情報に関連する領域Ａ２～Ａ４を、他の領域Ａ１～Ａ４よりも強調して表示するこれによ
り、表示部３をじっくりみることができない状況であっても、音声情報として把握するこ
とができる。しかも、音声出力部４に出力させている音声情報に関連する領域Ａ２～Ａ４
を、他の領域Ａ１～Ａ４よりも強調して表示するので、音声出力部４に出力させている音
声情報がどのカテゴリーに属するのかが把握しやすくなる。
【００４９】
　また、上述した実施例によれば、システム制御部２が、カテゴリーの少なくとも一つで
あるナビゲーション情報を図（地図及び地図上に表示されたマークＭ３、Ｍ４）として表
示させ、図に関する情報を音声出力部４に出力させている。これにより、より情報が把握
しやすくなる。
【００５０】
　また、上述した実施例によれば、拡大されている領域Ａ２～Ａ４に表示されている情報
と、音声出力部４により出力されている情報と、は異なる内容である。これにより、より
多くの情報を提供することができる。
【００５１】
　また、上述した実施例によれば、ナビゲーション情報、インフォメーション情報やプラ
イベート情報など領域Ａ２～Ａ４が拡大されているときに当該領域Ａ２～Ａ４内に表示さ
れる情報と、領域Ａ２～Ａ４が拡大されていないときに当該領域Ａ２～Ａ４内に表示され
ている情報と、は異なる内容である。これにより、より多くの情報を提供することができ
る。
【００５２】
　また、上述した実施例によれば、拡大されているナビゲーション領域Ａ２には、視認し
やすい交通情報を表すマークＭ３、Ｍ４が表示され、マークＭ３、Ｍ４の意味を読み上げ
られている。これにより、より情報が把握しやすくなる。
【００５３】
　また、上述した実施例によれば、拡大されているインフォメーション領域Ａ３には、見
出しが表示され、表示された見出しに関するニュースを読み上げられている。これにより
、ニュースの概要と詳細を簡単に把握することができる。
【００５４】
　なお、上述した実施例によれば、情報のカテゴリーをメディア情報、ナビゲーション情
報、インフォメーション情報、プライベート情報、日時・天気情報の５つとしていたが、
これに限ったものではない。他のカテゴリーの情報を加えてもよい。
【００５５】
　また、上述した実施例によれば、予め定め順番で各カテゴリーの情報を読み上げていた
が、これに限ったものではない。システム制御部２は、通常時はユーザが各領域Ａ１～Ａ
４の選択操作を行うと、選択した領域Ａ１～Ａ４を拡大するようになっている。そこで、
選択された領域Ａ１～Ａ４の履歴に応じた順番に各カテゴリー情報を読み上げるようにし
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インフォメーション情報を一番最初に読み上げるようにしてもよい。また、プライベート
領域Ａ４をほとんど選択しないユーザであれば、プライベート情報の読み上げを行わない
ようにしてもよい。また、システム制御部２は、読み上げを行っているときにスキップ操
作を行うと、そのとき読み上げているカテゴリーの情報の読み上げをスキップするように
してもよい。この場合、スキップされた回数が多いカテゴリーについては読み上げないよ
うにすることも考えられる。
【００５６】
　なお、上記選択操作やスキップ操作としては、例えば、表示部３をタッチパネルで構成
し、このタッチパネルのタッチ操作が考えられる。その他に、ジェスチャー操作や、音声
認識を使ったユーザインタフェースなども考えられる。音声認識を使った場合、音声認識
コマンドでの読み上げのスキップをスキップ操作としてもよい。また、音声認識コマンド
での読み上げ領域の指定、もう一度今のエリアをしゃべってほしいなどの再生リクエスト
を選択操作としてもよい。
【００５７】
　また、上述した実施例によれば、日時・天気領域Ａ０については読み上げているときに
拡大していないが、これに限ったものではない。日時・天気領域Ａ０も読み上げていると
きに拡大するようにしてもよい。この場合、拡大された日時・天気領域Ａ０内には、その
日の天気だけでなく明日、明後日の天気マークを付加して表示させることが考えられる。
【００５８】
　また、上述した実施例によれば、表示部３に表示されている日時・天気情報、メディア
情報、ナビ情報、インフォメーション情報、プライベート情報の５つのカテゴリーのうち
、読み上げは４つのカテゴリーのみ行って、メディア情報について読み上げていなかった
が、これに限ったものではない。例えば、すべてのカテゴリーについて読み上げを行うよ
うにしてもよい。
【００５９】
　また、上述した実施例によれば、読み上げられているカテゴリーに対応する領域Ａ２～
Ａ４を拡大して強調していたが、これに限ったものではない。例えば、読み上げられてい
るカテゴリーに対応する領域Ａ２～Ａ４の枠を太くして表示させたり、他の領域Ａ２～Ａ
４と背景の色を変えたりして強調するようにしてもよい。また、読み上げられているカテ
ゴリーに対応する領域Ａ２～Ａ４の枠を点滅させたり、浮き上がらせて見せることにより
、他の領域Ａ２～Ａ４よりも強調して表示してもよい。
【００６０】
　また、前述した実施例は本発明の代表的な形態を示したに過ぎず、本発明は、実施形態
に限定されるものではない。即ち、本発明の骨子を逸脱しない範囲で種々変形して実施す
ることができる。
【符号の説明】
【００６１】
　１　情報提供装置
　２　システム制御部（表示制御部、音声制御部、地点情報取得部）
　３　表示部
　４　音声出力部
　Ａ１～Ａ４　領域
　Ｍ３　注意マーク（マーク、図）
　Ｍ４　渋滞ラインマーク（マーク、図）
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